






中 長 期 計 画

社会福祉法人  名栗園  今後のビジョン

中長期計画

中長期目標

法人理念（目的）：ビジョン

『人を人として
     介護する』

基本方針Ⅰ 

利用者に対する基本姿勢

〈現状課題〉利用者一人ひとりの人権を尊重した活動への取り組み
〈将来あるべき姿〉 利用者の人権を常に尊重するために、サービスの質の向上や環境改善に積極的に取り組む

【行動指針】
・人権の尊重
・サービスの質の向上
・地域との関係の継続
・生活環境
・利用環境の向上

基本方針Ⅱ 

社会（地域）に対する基本姿勢
【行動指針】
・地域における公益的な取り組み
・信頼と協力を得るための情報発信

基本方針Ⅲ

福祉人材に対する基本姿勢
【行動指針】
・トータルな人材マネジメントの推進
・人材の確保に向けた取り組みの評価
・人材の定着に向けた取り組みの強化
・人材の育成

基本方針Ⅳ

マネジメントに対する基本姿勢
【行動指針】
・コンプライアンスの徹底
・組織統治の確立
・健全な財務規律の確立
・経営者としての役割

ビジョンを達成するための方法（方針）

利用者の人権を尊重し、個人の尊厳を守ることの重
要性について、職員が認識を深めるよう「倫理綱領」
を用い、人権教育等の具体的な取り組みを実施する 

法人の基本理念に即したサービス提供方針や経営
理念を明文化し、職員に浸透、共有できる取組を行う

利用者やその家族等の満足度を把握するための取り
組みを行う

提供するサービスについて、自己評価を行う

実施
期限

5年

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

2年

3年

5年

実施時期または年度目標

〈現状課題〉多様な生活課題の解決と情報発信
〈将来あるべき姿〉 地域包括ケアの中心的な役割を担い、公益的な事業を率先して行う

ビジョンを達成するための方法（方針）

経営する社会福祉事業周辺領域の対価性の少ない
事業に積極的に取り組んでいく

法人事業の安定的かつ発展的な継続に必要となる
事業計画や資金計画を立案し、その事業実施につい
て積極的な情報発信を行い、地域の理解・協力を得
られるようにする

福祉サービスの質の向上に積極的に取り組む姿勢を
地域に向けてアピールする

実施
期限

2年

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

5年

5年

実施時期または年度目標

利用者に対する基本姿勢

社会（地域）に対する基本姿勢

基本方針 Ⅰ

基本方針 Ⅱ
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中 長 期 計 画

〈現状課題〉計画的な人材の育成
〈将来あるべき姿〉 計画的な育成制度が構築され、良質な社会福祉人材を育成できる

ビジョンを達成するための方法（方針）

研修を一元的に推進する体制の整備、その方法を確
立する

育成システムは、OJT、Off-JT、SDSで構成し、職員各
自の研修計画を作成する

リーダーには、幅広い視野の醸成、情報の収集等の
ための取り組みを行う

内部環境、外部環境を把握し、採用計画を立案する

福祉・介護制度や相談・援助・介護技術等の知識や
スキルの向上だけでなく、組織のルールや職場の人間
関係、また社会人としてでなく、福祉の仕事に携わる者
としての倫理観の醸成なども含めたプログラムとする

実施
期限

３年

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

４年

５年

５年

実施時期または年度目標

５年

〈現状課題〉自法人の置かれている状況を把握し、5年先のあるべき姿に基づいた中長期計画を作成する
〈将来あるべき姿〉 非営利法人にふさわしい透明性の高い運営をする社会福祉法人となる

ビジョンを達成するための方法（方針）

法人及び各部署・各部門でPDCAサイクル（Plan 
Do Check Action）を実践する

災害などに備えBCP（事業継続計画）の策定、周知を
する

BCPに基づいた訓練の実施

実施
期限

５年

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

５年

５年

実施時期または年度目標

福祉人材に対する基本姿勢

マネジメントに対する基本姿勢

基本方針 Ⅲ

基本方針 Ⅳ

襷を 繫 いで五〇 年
理 事（元軽費老人ホーム シルバーハウス希望の園　施設長）

塩 野  裕

1969年７月に認可をいただいてから半世紀、あっ

という間に経過したと思います。この間、陰に陽に

数えきれない方々からのご支援ご援助が有ったから

こそと、この紙面をお借りして改めて御礼申し上げ

ます。

小生は、1971年から2016年迄の45年間奉職させ

て参りましたが、この間を顧みて記憶に残る事柄を

列記してみます。奉職した頃は、まだ社会では「養

老院」と呼ばれた時代で、現在と違い若い職員も少

数しか在籍しない時代でした。1973年に老人医療費

が無料化となり、その影響かあちこちに老人病院が

設立され特養への待機者が激減した時期もありまし

た。1974年９月には、増床した建物が台風16号の

豪雨により崖崩れに被り三週間位避難を余儀なくさ

れました。またその年には、第一次オイルショック

により、石油製品の品不足、家庭用品や石油等の品

不足が発生しましたが、各商店の皆さんの協力によ

り何とか乗り切れ感謝です。1986年から1991年には、

日本中バブル景気により狂乱物価の時期、就職は売

り手市場、福祉施設への就職希望者が激減し景気

の良い企業に流れ、人手不足に悩まされたのは当法

人だけではなかったのでは？（剰余金で赤字国債を

購入した法人もあったようです？…余談ですが）。

1979年から2008年の10年間は、飛躍的に経営施設

の増加となりました。また各施設の改修、修繕が成

されるが、財政的に厳しい状況もありました。2009

年には、喜ばしい事に法人として1973年旧名栗園に

次ぎ、シルバーハウス希望の園が天皇陛下より御下

賜金を拝受され、また故・石井会長が、旭日双光章

の栄を賜り、法人設立40周年式典が催されました。

2009年に五代目池田理事長が就任してからの10

年は、『人を人として介護する』の基本理念と先代の

思いを踏襲し、各施設の連携、組織力を活かした法

人・施設経営・地域貢献、社会貢献、地域包括ケ

アシステムの構築、社会福祉法人制度改革への対

応等々への取り組みが進化していると痛感します。

また施設整備も、法人経営の特養全施設の施設長と

しての経験と、先代からの思いが随所に取り入れら

れて表れております事を嬉しく思います。

小生は、退職三年を過ぎ俯瞰的に見ますと、改め

て名栗園の良さを痛感しております。それは、個々

に与えられた使命を尊重し働き易い環境等、言い表

せない限りです。他法人と比較しても勝るとも劣ら

ないと確信いたします。50年が経過し、多くの役職

員が培って来た職場で流した汗（冷や汗も？）、一

本の襷に託され今日に至って参りましたが、これか

らも経営の一層の充実を図り、太い襷を永久に繋い

でいただく事を願うと共に、益々の御隆盛をご祈念

申し上げます。おめでとうございます。
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地 域との 交 流・貢 献

法人各施設、特に太行路とのかかわりについて考

えてみると、平成元年から旧特養名栗園で２年、平

成10年から移転改築後の総合ケアセンター太行路

にて３年、そして平成28年度から２年間、通期では

７年間名栗の地の施設（総合ケアセンター太行路）

にお世話になって来ております。この間に、軽費老

人ホームシルバーハウス希望の園、特養あしかり園、

高齢者福祉施設やしお苑と経験させていただきまし

た。

「昔は良かった。今は駄目」と捉えがちな気持ちを

ぐっと抑えて考えてみると、行く先々どの地域でも、

行政の職員さん達、民生委員・各種団体・地域住

民・利用者のご家族等から基本的に親切にお付き合

いいただき、今日に至るような気がします。地域に

根ざした良好な関係は、今後ますます法人に求めら

れると思います。

以前は、双方でそういう関係を自然と築くのが当

然だった時代だったのかもしれません。故・石井会

長はじめ、諸先輩のご尽力によって、まだまだ老人

ホームが少なかった時代からスタートした法人名栗

園の施設は、常に県・圏域・地域において一宮とし

て受け止められて来たのだと思います。ありがたい

ことに、今でもそう見ていただけていると感じます。

一方で、少子高齢化が進行する最中、日々施設運

営上の事件や事故がマスメディア等を通じて国民に

喧伝される時、法人に向けられる目は厳しくもあり、

他法人・施設同様、指導基準は標準化されたもので

あり、ましてやインセンティブ的なものは有り得な

いものです。

今、法人は地域包括支援センターの事業所を市

から委託されたり、居宅介護支援事業所を運営した

りしており、外部への働きかけの仕組みは、介護保

険制度成立以前に比べれば充実し、その運営の経

験も積み重ねてきております。また、名栗園におい

ては、「ふれあい交流室名栗園」の事業で、長年お

年寄りに無料休憩所を開放することから開始し、さ

まざまな趣味の活動やゲートボール大会の開催、バ

スレク等を実施してまいりました。地域に根ざす・

地域に貢献するということに積極的でなかった時代

から、こういう活動の歴史を積み重ねて来たことに

自信を持って、見直しながら、前進していくことが

肝要かと思われます。今までの50年の地域への働き

かけに、10年後、20年後と継続の大切さを意識し、

取り組んでいって欲しいと思います。

施設においても、カフェを開催し、地域のお年寄

りに利用を勧めたりしております。地域対策はこの

部門でという枠を取り払い、実施していくことも大

切なことです。2019年４月にはあしかり園の地に「地

域交流館名栗園」が竣工し、運営・活動が始まると

のことで、大変楽しみです。

名 栗 園 の 今までとこれから

法人名栗園が50周年を迎える年に定年を迎える

私にとって、私が名栗園で勤務した18年間はほんの

短い期間でしたが、本当に貴重で充実した職業人生

であったと実感しています。社会人となりいくつか

の職業を経験した後に、初めて福祉の仕事に就いた

私にとって、故・石井会長の多くの導きの言葉と、

諸先輩方の温かいご指導が大きな支えとなり、人と

して一番大切な「思いやりの心」を学べたことに心

から感謝しています。法人理念の『人を人として介

護する』という言葉は、短くてとても覚えやすいフ

レーズではありますが、その意味深さについては、

これからもずっと考え続けなければならないほど多

くの意味を持つものであると思っています。

平成13年から川口市のリバー・インに勤務し、途

中２年間はさいたま市の岩槻名栗園に異動しました

が、多くの時間を川口市で過ごし、法人名栗園の名

前に恥じないよう、地域の皆様から信頼される身近

な施設となるよう努めて参りました。開設当時、す

でに法人名栗園の名前は飯能方面では地域の皆様

にも知られ、その評価も高かったところですが、県

南都市部で人口の多い川口市ではほとんど知名度も

なく「名栗園？秩父の方にある名栗村の？」とよく聞

かれたことを覚えています。それでも県南の福祉関

係者の間では、石井岱三会長の名前は広く知られて

おりましたので、本当に助けられました。またその

反面、しっかりとこの新しい地域でも恥ずかしくな

い施設運営をしなければならないという緊張感を持

ちながらの日々でもありました。

時代の変化に伴う制度改正に応じて、常に適切な

業務改革が求められる厳しい時代となりましたが、

これからも名栗園が高齢者福祉の先駆者として事業

を継続し続けることが強く求められることでしょう。

名栗園の職員の皆様が、ご利用者様、そしてご自身

のためにも共に一丸となって未来志向で邁進されま

すことを心よりご期待申し上げます。

理 事（元総合ケアセンター 太行路　施設長）

甚 野  昭 義
元 評 議 員（元総合ケアセンター リバー・イン　施設長）

新 槇  美 千 子
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昭和43年５月、名栗村の廃校になっていた鉄筋

コンクリート２階建を特別養護老人ホームにする事

を申請し翌年７月に認可が下りました。この一年間

はハラハラのし通しでした。認可が下りますとアッ

と言う間に定員50名が入所、４月から採用し教育し

ておりました職員もさぞや大変であったと思います。

当時は介護のマニュアルもなく、園長の石井岱三、

看護師、寮母長でそれぞれの仕事を決めていました。

寮母は補食、おむつ交換、ベットメイク業を看護師

から教えてもらい、岱三が自らランニングに短パン

姿で入浴を介助致しました。広い浴室に「温泉みた

い」と利用者が大喜びで、「草津よいとこ～」と手拍

子と歌が始まったものです。入浴の日は看護師が健

康チェックし、脱がせる人、洗い場の人、着せる人

と職員総出で行いました。今の方達には考えられな

い事でしょう。

生活の中で介助に必要な物を、業者と色々工夫し

て作ってまいりました。寝たきりの人を職員が立っ

たまま介助出来る１人用の浴槽、当時出始めていた

ビニール風呂敷を工夫したおむつカバー、四輪でカ

ゴのついた杖等です。特におむつカバーは、工夫を

重ねた結果、全国で使われる様になりました。園長

はいろいろなアイデアを出して介護の仕事を体系化

して行きました。

昭和49年、岱三が埼玉県老人福祉施設協議会の

会長に選ばれました。その後全国の副会長そして会

長を勤めさせていただく事になりました。ちょうど

その頃、介護保険の導入準備が始まり、ドイツ、ア

メリカ、オーストラリア等視察にまいり研究をして

おりました。法人名栗園でも特養名栗園（現太行路）

とあしかり園では食事介助、おむつ交換、ベットメ

イク、部屋トイレの掃除等を分単位で割り出し基本

のデータ表を作りました。全国で相当数の施設が協

力していたと思います。そして平成12年介護保険が

発足致しました。現在の介護保険とは時代に合わせ

変化していると思いますが、始めの基本理念は変わ

らないと思います。

岱三は平成20年３月、心筋梗塞を発病して名栗

園理事長を辞任、会長に就任いたしました。まだや

り残した事がありますか、との問いに「やりたい事

はすべてやった。思い残す事は何もない。人生に悔

いはない」と申しました。平成29年１月19日、眠る

様に息を引き取りました。81歳、倒れてから８年10

か月でした。

名栗園も廃校の校舎から始まり多種類の施設があ

る大きな法人になりました。『医食同源』『人を人とし

て介護する』と言う理念の基、これからもより良い施

設になっていただきたいと思います。

岱三は「仲間が財産」と言う人でした。職員、友

達、御世話になった方々、ここ迄育て応援して下

さった皆様に心より感謝し御礼を申し上げます。

創立50周年の節目の年を迎え、ここに記念誌を発刊できますことを心より嬉しく思います。今回の

記念誌作成にあたり40周年記念誌を参考にしながら、継続性を持たせる様に刊行の準備をして参りま

した。今回の特集といたしまして【名栗園のこれまでの50年とこれから】というテーマで特別座談会を

開催いたしました。ご協力をいただきました参加者の皆様、本当にありがとうございました。関係各

所でご一読いただければ幸いです。 

社会福祉法人名栗園は、昭和44年に設立され、これまでに多くの諸先輩方から引き継がれて、現在

に至っております。今までの功績とそのありがたみを考えると、50年間という歴史には、改めて大きな

意義があると痛感しております。刊行に携わる中で、記念誌というものは、それぞれの時にあった出

来事を記憶し、受け継ぎ、歴史として語り継ぎ、未来への糧とすることが大切だと実感いたしました。

それぞれの資料には、その時々の出来事が織り込まれ、その全てがこれまでの歴史を感じさせるもの

でした。「人を人として介護する」という法人理念を皆で遂行してきた証です。

最後に当記念誌の編集にあたり、お忙しい中原稿をお寄せいただきました皆様方、記念誌作成に終

始ご尽力いただいた編集委員に心から感謝申し上げます。 

 今後、この記念誌が“歴史の語り部”となり、いつまでも引き継がれていくことを願います。

社会福祉法人名栗園
ケアセンター岩槻名栗園　施設長　土屋 隆司

名栗園5 0周年記念誌
令和元年7月発行
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名 栗 園とともに 歩んで
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「人を人として介護する」
50年とこれから

～地域と仲間に支えられて～
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